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「第五次総合特別事業計画の認定および2025年度業績予想に関するIR説明会」主な質疑応答 

 

＜アライアンスに関して＞ 

Ｑ：アライアンスの募集の期限や実現に向けた時間軸は。 

A：アライアンスの募集の期限や方法等については、準備が整い次第、弊社HPでお知らせする。

それほど時間を要するとは考えていない。 

アライアンスの実現時期については、提案内容にもよるため一概には言えないが、早期の実

現を目指して協議を進めたい。 

 

Ｑ：アライアンスの対象事業は。 

A：アライアンスの内容および相手先について具体的に決まったものはない。 

基本方針に記載した「アライアンスの目的に関する基本認識」のもと、今後具体的な枠組み

や仕組みについて検討・交渉していく。 

 

＜収支見通し＞ 

Q：五次総特上の数字と2025年度業績予想の数字に差異があるがその理由は。 

A：五次総特は５社連結（旧東京電力単体）で作成しているため、全社連結で作成している

2025年度業績予想には、主にJERAの持分法投資損益や子会社利益が含まれる。 

 

＜復配＞ 

Q：復配に向けた考えはいかがか。  

A：無配継続に関してお詫び申し上げる。 

2025年度第1四半期決算にて9,000億円超の災害特別損失を計上したことなどにより、収

支が大きく悪化していることなどから、引き続き配当の具体的な条件をお示しすることは困

難な状況。 

今後については、柏崎刈羽原子力発電所の再稼働による収支改善を含めた収支・債務の状況

や、賠償・廃炉に関する実績や見通しの状況なども踏まえ、今後の配当の在り方について引

き続き見極めてまいりたい。 

 

＜資産売却＞ 

Ｑ：資産売却の対象となる不動産や株式とは何か。 

Ａ：3年以内に約2,000億円規模の資産売却を目指すこととしているが、資産売却の具体的な件

名などは、お示しできるようになったタイミングでお示しする。 

 

＜設備投資＞ 

Ｑ：今後の設備投資額の見通しは。現状の規模感で横這いとなるのか増加するのか。 

Ａ：詳細は回答を差し控えるが、設備投資と費用の合計額は中長期的にも増加傾向と想定してい

る。 

 

以 上 


